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1．はじめに 

著者等は，D-3He核融合における直接発電の

研究を行っている．核融合炉から発電システム

へ流入するプラズマは，カスプ型直接エネルギ

ー変換器で電子と熱化イオンが分離され，高速

プロトンは進行波型直接エネルギー変換器

(TWDEC)でエネルギー回収される[1]． 

これら両変換器について，それぞれ模擬実験

装置を構築して研究を進めてきた．現在，これ

ら両変換器を統合する実験を進めている．統合

化研究の一課題である，三種粒子の分離実験の

ために，高速イオン源と熱化イオン（プラズマ）

源からなる，複合プラズマ源を構成した[2]．複

合プラズマ源では，高速イオンを変換器部まで

引き出し，またTWDECの実験に十分なイオン

ビームを得るための調整が必要である．本研究

では，このイオンビームの輸送過程に着目し，

行った調整・実験結果を報告する． 

 

2．装置構成 

複合プラズマ源の概要図を図1に示す． 

 
図1 複合プラズマ源 

 

上流に高速イオン源を，下流に低エネルギー

プラズマ源をそれぞれ配置している．それぞれ

が独立な高周波源と磁場コイルを持ち，高周波

プラズマを生成する．高速イオン源では，ヘリ

ウムに14MHzの高周波を印加してプラズマ生

成し，引出口に高圧Vexを印加して高速イオンを

生成する．下流のプラズマ源は中空の構造で，

高速イオンはこの中空部を通過して，複合プラ

ズマ源下流の変換器部まで送られる．本研究で

は，下流にファラデーカップを配置して，通過

した高速イオンビームの条件依存性を調べた． 

 

3．測定結果 

統合実験では下流プラズマ源にも磁場が印

加され，高速イオンビームはこの磁場を通過す

る．下流プラズマ源に磁場だけを印加して，

Vex=1.2 kVで引き出した高速イオンビームの電

流の変化を調べたものを図2に示す． 

 
図2 ビーム電流のプラズマ源磁場依存性 

 

図より，磁場強度の増大でビーム電流が増加

している．磁場でビームの発散が抑制され，狭

隘な中空経路を通過するイオン数が増えたも

のと考えられる．発表では他の結果も含めて，

ビーム輸送の詳細について報告する． 
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